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相似な道角三角形がたくさん出てくるので､
よって ,f( O ) の増減は以下 の通 り

三角比 を主役にすると簡潔 に表現できる
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θ=なのでS . T は 図形的に簡単に求められる
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円C の中心を K
,
円 C と 直線との接点 をしとおき ､

直線 Kいと

](軸 ε のなす 角 を ① とぶく 直線ln っ x切防切片 が正であることより
､

､ , ↑ L

である
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また

､
直線&c x 軸軸 との 交点 をそれぞれM, Wとおき､ K を

通る 水 軸 に平行な 直線 と 直線( c の 交点 を M ' とおく このとき ､ 上図 のようになり ､
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一方
､

( OA+1 BER =10 + ( P=1P +HA で

より

(G+ 1 -BP= 15+1*e=1 B-で

: ,B. ε c= . = G.

これと 1 2 ,
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であるさらに ､ K は 辺PS ,QT , RU の中点 であ ｡ たので､

しい IPTに ( s1,(Q=+1.IR に LUI
0 対称的な状況なので ､交わるなら である以上より､ 点 P .Q . R

. S
.
T
. W . K を 中心とする

中点 で交わりそう !

7 辺 P, QT, RU の中点をそれぞ 同一球面上 にある
C れく. 人 2. K3 とおて､ これらがA…… 一致することを 言えばよい
S ( 3 ) QR ,｢ . U は 同一円周上にあり､ さらに中点連結

書 定理 より QU = RT =.QR =UT = である
B

ことから
､
四角形 QRTU (Z 以下のような長方形 である
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Q1R .T ω を含む面 と乗直に

以上 より
､
K. K= i ks は一致するので､ これを K と表す ← ､ 交わるさらに､ 辺 QR. TU .QU . RT α 中点 をそれぞ
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あることと ､ 辺PS はOPBC ,OSOA の中線でめること

(Z) 対称的な状況を生かして計算する から
､
辺 PS は 人を 通 ることも 分かるしにが､て . 四角

PK→= OK- O= 年 (B+ E- ) より 錐 P- QRTU において 高さは PK = RK=4⑭ a
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PK=出 { ( RtBHER+2(-. ⑤t.と -*.G ) } … であり､ これは四角錐S - QRTU においても同様
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r
IQK
→ R = # [ IIGRHER+I( - EB⑤.E+ EG) } … い V = 2 x ②×× 4 kita ×B = Kaasマ4

RK = - OR = 年 (GtB - E ) より である

( RKP = ( # {(GR1S'R+2 ( GB*- .) } … 3







(4) ( 3 ) から、

Pt- βPr =α I( P - βP ) - ①( Pel - α Pn =β" (P2 - α P.) - ②
② - ⑦ より

( β- α) Pr = β
"Y ( P- αP.) - α^- T(P - β P1)

ここで , P 7 = 7

.

P2 = 手 であり 、
(3) の α . βの値を代入すれば 、

Pa =
V5[
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Dポイント[確率漸化式の立式 は最後に着目 して場合分けすると 良い ! ]
∴補足
(2) は 汎用性のある 解法としてEu. rnをおくものを紹介したが、
この 問題 に 関 しては qu .

rn をおかずとも
、

(n+2)回目 の勝敗に着目すれば 、

⑥ 敗な連 し 鈎 左図 の 2ケースしかなく
～
n1 )回分 これらは排反なので

。

～
連敗なし OX Phez = IPtnt ④ Pn とできる

、

n回分




